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非製造企業も含めるものであり､製品をはじめ､
部門､顧客 ･市場等あらゆるコスト計算対象に及
び､いわゆる ｢リス トラ｣もしくは間接部門の効
率化､戦略的コスト･マネジメントを推進するう
えで､その適用領域の積極的拡大が期待されてい
ることが理解できた｡
しかし､ABC/ABM導入には ｢高いコスト
がかかる｣､｢ABCを製品原価の計算方法として
使用し続けた場合､コストが高く収益性の低い製
品種類が識別されてしまい､結果､収益性の悪い
製品が切り捨てられる場合が多い｣等の問題点が
ある｡こうした問題を解決するため､ABC/A
BMとTOCの統合の提案がなされており､この
ことによって､企業に対するABC/ABMの導
入と発展に役立つようになるだろう｡
第四章は､ABC/ABM導入における課題と
展望について論じている｡近年､ABC/ABM
のソフト化によって､ABC/ABM導入は､生
成当初より導入しやすくなってきている｡現在の
米国の政府関係機関では､ABC/ABMの導入
に対して急速に関心を集めている｡筆者は､各国
に ｢ABC/ABMのパッケージ･ソフト｣が製
造 ･販売され､それらが多くの政府 ･自治体に対
し､有効に活用され､行政改革が成功することを
切に望むものである｡
そして､本研究の今後の展望については､AB
C/ABMとBSCとの関連を踏まえて､ABC
/ABMとEVA､BSCとの統合について提示
することである｡
